


く賃通勤事業」等の施策を通して、将来にわたって暮らし続けることができ

るよう、利便性の高い地域づくりを目指し、若年層の転入促進・転出抑制に

取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②富岡製糸場の世界遺産登録を機に多くの観光客が訪れるようになったが、限

られた範囲での回遊にとどまり、その効果を市内全域にまで波及させるため

に、富岡製糸場や妙義山を拠点とした市内観光資源の魅力向上と情報発信な

ど、全市にわたる継続的な観光振興への取り組みが必要となっている。富岡

製糸場は、首都圏から近い世界遺産として認知度も高く、一定の来場者があ

るものの、世界遺産に登録された２０１４年をピークに来場者数が右肩下が

りとなっている。これは明確なターゲットを設定しない中で富岡製糸場への

 

 
 



訪問を目的とした誘客となり、場当たり的な施策展開となってしまったこと

で、市内の他の観光施設へ誘導できていないため、市内全域へ経済効果が波

及していない。そこで、富岡を「日本近代化の原点」としたブランディング

を行い、目的地を「富岡製糸場」から「富岡」へとする誘客施策を展開し、

明確なターゲットを設定した上で、「富岡」が日本近代化の原点であること

を認知してもらう施策を展開するとともに、新たな誘客シナリオを作成して

観光客を市内全域に波及させる。 
 世界遺産富岡製糸場の国宝「西置繭所」の保存修理が完了し、資料展示室と

多目的ホールが整備され、展示会、コンサート、会議等に活用されている。

富岡製糸場付近の整備として、「資産登録区域」と「緩衝地帯」を設定し世界

遺産を保護している。景観計画を策定し区域内の構造物の高さ、色彩に制限

を設けている。景観を形成するため区域毎の助成金制度も設定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



③市議会としての活動の振り返り、目標の達成度を評価するとともに、課題

の把握と今後取り組むべき事項を明らかにするため議会基本条例の検証を

行う。議会運営委員会で検証スケジュール及び実施要領を確認し、検証シ

ートを作成する。 

具体的な検証手順は、「検証手順の決定(議運)」、「検証チェックシートによ

る自己評価」、「PDCAサイクルシートによる目標、成果、改善点の整理」、

「第三者による外部評価」、「検証作業のまとめ及び検証資料の公表」 

  

市民意見の把握や政策の提言・立案へと繋げていく仕組みや取り組みが十

分でないことから、市民の負託にこたえる議会の実現に向け、「取組実行計

画」を策定して「議会の見える化」、「開かれた議会」、「議会改革」の活動

を通じて、市民意見の市政反映に取り組む。 

具体的な手順は、「取組実行計画の策定」、「議会活動等の実施」、「実施内容

と計画の比較・評価」、「改善策の検討」 

  
 議員が自己の地位による影響力を不正に行使し、自己又は特定の者の利益

を得ることのないように、必要な事項を定めることにより市政に対する市

民の信頼を確保し、もって公正で開かれた民主的な市政の発展に寄与する

ため「政治倫理条例」を制定する。 

特筆すべきものとして「資産公開」がある。 

⑴資産 

  ・土地(所在、面積、固定資産税の課税標準額) 

  ・建物(所在、床面積、固定資産税の課税標準額) 

⑵税の納付状況 

  ・前年度分の市県民税 

  ・固定資産税 

  ・軽自動車税 

  ・国民健康保険税 

  
 議会報告会は、年2回、常任委員会毎に実施している。「議会報告会」は学

校方式、「意見交換会」は車座型のワークショップ形式を採用している。意

見交換の共通テーマを設定している。平成３０年からワールドカフェ方式

を導入している。会場は、参加しやすさを考慮し公立公民館は不使用。コ

ロナ禍で対面開催ができない代替え案として動画配信(YOUTUBU)を実施して

いる。市議会HPに議会報告会専用ページを作成し配信している。 

  
 オンライン会議を導入するまでの経過は、議会運営委員会でオンライン会

議が実施できるように会議規則の改正を発議することを承認。直近の定例

会で会議規則を改正。執行部にてZOOMアカウント(有料)を購入。議会運営

委員会で全議員と議会事務局職員のタブレット端末にZOOMアプリのインス

トールと設定を行うことを決定。直近の定例会で全議員と議会事務局職員



のタブレット端末にZOOMアプリのインストールと設定を行い現在に至る。 

  

 市民に親しまれる議会を目指し、議場コンサートを年2回(6月、12月)実

施している。議場へ足を運び議会を知ってもらうきっかけとするととも

に、那須地区で活動するアーティストの情報発信の場とする。 

主な演奏内容はクラシック、雅楽等。中学校吹奏楽部にも開放している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 政 の 課 題 
へ の 参 考 等 

①「熊谷市に転入した方」向けの「新幹線らく賃通勤事業」、「固定資産税等の 

課税免除」、「住宅を購入リフォームした方」向けの「３世代ふれあい家族住 

宅取得等応援事業」、「スマートハウス補助金」、「出産・子育て支援」は本市 

が取り組む支援事業と同様の事業を展開しているが、「自転車おでかけ事業」 

や市独自の「不妊治療費助成」、「産後ケア」等は参考にしたい。 

 また、年間購読者５００万人の電子雑誌に熊谷市特集を掲載して熊谷市の魅 

 

 



力を発信しているが、ターゲットを絞った取り組みは参考にしたい。 
  
②現状分析から課題と対策を精査し、観光客の目的地を「富岡製糸場」から「富 

岡」へとするための多様な誘客施策を展開し、明確なターゲットを設定した 
上で、各種施策を展開するとともに、新たな誘客シナリオを作成して観光客 
を市内全域に波及させようとする取り組みは参考にしたい。 

 富岡製糸場付近は「資産登録区域」と「緩衝地帯」を設定し世界遺産を保護・ 
整備していた。日本遺産認定の「山寺が支えた紅花文化」は広域的な取り組 
みとなり本市のみの対応では効果は限定的だが、若松寺付近の保護・整備は 
県との連携が必要となるが、本市独自の対応で観光資源としての若松寺のブ 
ラッシュアップは可能ではないか。富岡市が取り組まれている景観計画を策 
定し区域内の構造物の高さと色彩に制限を設け、区域毎の助成金制度を設定 
し、景観を形成する取り組みは参考にしたい。 

  
③市議会としての活動を振り返り、目標の達成度を評価するとともに、課題の 

把握と今後取り組むべき事項を明らかにするため議会基本条例の検証を行 

うことは必要なことで、天童市議会として那須塩原市議会の取り組みを採用 

してはどうか。議会報告会の運営方法として車座型のワークショップ形式や 

ワールドカフェ方式は導入に向け検討したい。また、市議会ホームページに 

議会報告の専用ページを作成し動画配信する取り組みは参考にしたい。オン 

ライン会議を導入するための手順と必要事項はすぐにでも採用したい。議場 

におけるミニコンサートなどの市民への開放事業は、議場へ足を運び議会を 

知ってもらうきっかけとなり、市民に親しまれる議会に繋がるものと実施に 

向け検討したい。 

感想等 

①本市もシティプロモーションに取り組み、ＰＲ動画やＳＮＳでの本市の情

報を提供している。幅広く全方位に向いて情報発信することは一定の効果

が期待できるが、人口減に対応するためには移住定住人口に効果のある世

代へのピンポイントの情報発信ではないだろうか。費用対効果も検証しな

ければないが、ターゲットを絞った情報発信は参考にしたい。また、生産

人口への事業予算を増額し子育て支援と移住定住支援を拡充することは、

持続可能なまちづくりを進める上で避けられない。生産人口への子育て支

援は、将来的に高齢世代の社会保障を支える社会基盤を強固にすることに

なり、決して世代間の分断を助長するのではないと信じたい。 
  
②富岡製糸場の来客数は世界遺産登録後に減少傾向にあるが、職員はコスト

意識が高く、独自採算を目指し取り組んでいる。現状分析から多くの課題

を洗い出し、そこから新たな誘客施策を展開している。本市も各種施策を

策定するにあたり事業の目的と効果を示すが、最初の分析が大切であり、

ここに誤りがあれば、どんなに愚直に事業を展開しても期待する効果は得

られない。正しい現状分析に基づく施策であるよう議会としてのチェック

機能の強化が求められる。 



 
③天童市議会も議会基本条例を制定し、条例に基づき議会活動を展開してい

るが、この議会活動内容を客観的に評価する仕組みがない。那須塩原市議

会の検証方法を参考にできないものか検討する必要がある。ミニコンサー

ト等に議場を開放することは、多くの市民に議会に興味を持ち、議会を知

っていただくきっかけになるものと期待したい。実施に向け検討したい。 
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研修会等 参加報告書 
 

令和４年１０月７日 
 

天 童 市 議 会 議 長 様 
 

天童市議会 
議 員 氏 名    古 澤 義 弘  

 
下記により、研修会等に参加したので報告します。 
 

記 
 

研 修 会 等 名  

主 催 団 体 名   

日 時  令和 ４年 ９月 ２６日（火） 

会 場 ・ 場 所  埼玉県熊谷市役所 

内 容 等 

シティプロモ－ション及び移住定住の促進について 
・定住人口増加のための固定資産税等の課税免除 
・３世帯ふれあい家族住宅取得等応援事業 
・大好き熊谷、新幹線らく賃通勤事業 
・結婚新生活支援事業 
・スマ－トハウス補助金 
・誕生祝金支給事業 
 

 

感     想 
 

生活に関連した事業・出産・子育て支援事業・教育事業等で様々な施策をやって

おる中において、本市の施策と同様の補助事業等とも重なる部分もあると感じ

た。しかし、子育て応援自転車お出かけ事業での自転車購入への補助金制度や、

新幹線を利用しての通勤事業は、当市での子育て事業や定住事業に役立てる事

が出来るのか検討の余地があると考えます。 
 

 



研修会等 参加報告書 
 

令和４年１０月７日 
 

天 童 市 議 会 議 長 様 
 

天童市議会 
議 員 氏 名    古 澤 義 弘  

 
下記により、研修会等に参加したので報告します。 
 

記 
 

研 修 会 等 名  

主 催 団 体 名   

日 時  令和 ４年 ９月 ２７日（水） 

 
会 場 ・ 場 所 

 群馬県富岡製糸場 

内 容 等 
世界遺産、冨岡製糸場を生かしたまちづくりについて、をテーマに製糸場の施設

を見学してきた。 
 

感     想 
 

・ふるさと納税での返礼品は、ゴルフ利用券が 6 割～7 割を占めているとの事、 
又、現在は、繭農家は 7 件に減少したとの事。 

・世界遺産への登録区域内は、適切な保護措置及び管理体制が整っている事。そ

して緩街地域を設け、都市計画法、景観法、景観条例で、建築物の高さや、色

彩にも様々な制限がある。 
・当市においても文化遺産が建てられている地域とか、日本遺産に認定された紅

花文化を守って行くための地域整備等にも、本市としても力を入れて行かな

くてはと感じた所です。 
 

 




